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1. はじめに 

1.1 目的 
様々な場所・環境で発生する膨大な情報を高密度で多数

配置されたネットワーク化されたセンサで収集し、融合・

処理・判定等を行うセンサネットワークシステムが提案さ

れ、実用化されようとしている。センサネットワークが実

用に供されるためには、効率的な網構築・伝送・制御技術、

また小型省電力で所要の機能を持ち、状態の変化に柔軟に

対応、また信頼性を維持する仕組みを備え、データマイニ

ングやデータベース化等、センサネットワークが他のネッ

トワークと連携するシステム設計が不可欠であり、さらな

る研究開発が必要と考えられる。 
センサネットワークの関連技術は包括的に IT と呼ばれ

る技術カテゴリのなかで最も発展が期待されるものの一つ

であり、大学やベンチャービジネスが参入する独自方式に

よる研究開発が国内外で盛んに行われている一方、民間企

業連合や学術機関等による標準化が進行中である。すでに、

商品流通支援、環境計測、対象位置管理、防犯、ファクト

リー・ビル・オートメーション、省エネルギー等への適用

が提案されていることから、今後更に多様な分野で応用開

発が急速に行われるものと期待されている。 
この様な背景から、電気学会通信システム委員会は、セ

ンサネットワーク調査専門委員会を２００５年に設置し、

センサネットワークに関する多様な要素技術の現状と、適

用が期待される産業分野について調査を行い、各方面への

適応想定並びにその効果、解決すべき技術的課題を検討す

ることによりこの技術の将来像を予測し、また研究開発の

指針を明らかにすることを目的として活動を開始した。       

調査専門委員会では２００５年１０月から２００７年９月

まで計１１回の委員会を開催し、①国内電機メーカにおけ

る現状シーズ技術、実証研究、製品化の動向、②電力、通

信、鉄道などの社会インフラを担う企業、公益法人におけ

るニーズや実証実験、③IＥＥＥ等における標準化動向やＵ

ＷＢ等の関連技術動向、④国内他学会の動向や総務省等が

実施する実証実験等に関して、①センサノードの省電力化、

ルーティング制御、セキュリティ技術の最新動向、②発変

電所、橋脚やトンネル等の構造物の設備監視、測距への適

用等の応用技術など、③ZigBee , Bluetooth , UWB , IETF の

標準化動向、④電子情報通信学会、自律移動支援システム

等の動向について調査した。 
また、平成１９年３月１６日には、平成１９年電気学会

全国大会（富山大学）において、シンポジウムを開催し、

１１件の論文発表を行った。 

センサネットワークは、今まさに様々な分野で実用が始

まろうとしており、日進月歩で研究・実用化試作・製品開

発・実施が行われている。本報告は、センサネットワーク

調査専門委員会参加メンバ全員による分担調査により限ら

れたリソースと期間でその現状と実用に向けての将来方向

を調査報告するものであり、センサネットワークをすべて

網羅的に調査報告するものではないが、センサネットワー

ク技術の利活用について読者の一助となれば幸いである。 
 

1.2 報告書の概要 
本報告書は、センサネットワーク調査専門委員会の調査

活動の成果をまとめたものである。各章の概要は以下のよ

うである。 
第２章では、センサネットワークに関する研究事例とし

て、待機電流低減、通信タイミング制御、低消費電力手法、

セキュリティ・プライバシ、鍵配信、位置推定、UWB 測位、

位置・方向推定、故障検出、時刻同期に関する研究事例を

報告する。 
第３章では、センサネットワークの実証実験として、電

力事業者における実証実験の例、鉄道事業者における実証

実験の例、歩行者 ITS の実験例、愛知万博イベントおよび

倉敷市における実証実験例、Ubila プロジェクトと呼ばれる

総務省委託研究の事例を報告する。 
第４章ではセンサノードの開発事例として、調査専門委

員会メンバ企業３社におけるセンサノードの開発事例を報

告する。 
第５章では、センサネットワークに関わる標準化の動向

として、Bluetooth、UWB、ZigBee、IETF におけるセンサネ

ットワーク関連の標準化動向を報告する。また、日本にお

ける無線周波数の割当てについてまとめる。 
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